
常緑高木。幹は高さ15m、径50cmに達する場合もある。樹皮は灰黒色で、割れ目はなく、縦に皮目の列が

ある。葉は互生し、葉身は厚い革質で、倒披針状長楕円形、長さ8-12cmになり、先は短い鋭尖形で鈍頭に
終わる。全縁または上部にわずかに鋸歯がある。葉にははじめ黄褐色の毛があるが、のちに無毛となり、表
面は深緑色で光沢があり、裏面は脈間に鱗状の微細毛を密生して銀灰色を呈する。花期は9-10月。

三木市の1ヶ所で新たに生育が確認された。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西脇市、三木市、福崎町、相生市、赤穂市、たつの市

■ 国内分布

本州（近畿以西）、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ブナ科

兵庫県ランク…シリブカガシ
環境省ランク… －Lithocarpus  glaber  (Thunb.) Nakai


